新製品・新技術開発費助成計画書【過年度同一開発事業で申請をしている場合】

	開発事業名
	



１．申請者について
	申請者
	（事業者名および代表者名）


（所在地）

	
	（資本金）　　　　　　　万円　　　（従業員）　　　　　　　名
（品川区に事業所を設置した年）　　　　　　　　　　　　　　年

	現在の事業内容
	

	現在の市場
	得意先
	
	仕入先
	

	他の助成金の
交付実績および品川区における
制度利用
	（当区の助成金の交付実績）※該当するものにチェック
☐新製品・新技術開発費助成　（採択年度：　　　　年度）
☐ソフトウェア開発費助成　　（採択年度：　　　　年度）
☐特許権取得費助成　　　　　（採択年度：　　　　年度）
☐新規事業展開支援事業　　　（採択年度：　　　　年度）
☐展示会出展費助成　　　　　（採択年度：　　　　年度）
☐産学連携開発費助成　　　　（採択年度：　　　　年度）

	
	（当区における施設利用や入賞歴）※例：…に入居中、…事業に認定、…に入賞など
・
・

	
	（当区以外の補助金・助成金の交付実績や入賞歴等）
※助成金については、新製品・新技術に関するものをご記載ください。
・　
・

	会社の現況
（課題等）
	

	会社の現況（課題等）を踏まえ、今回申請の開発事業に至った経緯
（開発目的）
	


２．開発事業の概要について
	開発予定期間
	　　　　年　　月　　日　　～　　　　　　年　　月　　日

	令和８年度末の
開発の状態
	試作品開発が完了・既製品の改良が完了・量産体制の構築が完了
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	開発概要
	

	開発製品の現状分析

	開発製品の強み
	開発製品の弱み

	
	

	開発製品における機会
	開発製品における脅威

	
	

	開発完了時の開発製品イメージ
（申請時点で想定している完了時の製品イメージを画像等にて記載すること）
	




３．開発事業の技術的説明
　下記の事項について、わかりやすく具体的に記入してください。また、技術的な説明を必ず記入してください。
(1) 原理・構造・機能（添付する図面等と関連させてわかりやすく記入）
	



(2)-1新製品・新技術開発の特徴（新規性）
	


(2)-2新製品・新技術開発の特徴（優秀性）
	


(2)-3新製品・新技術開発の特徴（市場性）
	









(3)-1前回申請における、申請から実績報告までの開発の経過
	



(3)-2開発内容のうち、今年度申請において着手する部分
	



(4) 販売計画および販売方法
	販売目標数
	
	売上目標額
	
	（万円）

	上記目標の
達成時期（見込）
	

	[bookmark: _Hlk220335898]販売先
（だれに）
	

	販売方法
（どのように）
	

	市場投入時期
（いつまでに）
	


(5)-1知的財産権の調査状況
開発内容が他者の特許に抵触していないか十分に確認の上、箇条書きで構いませんので、類似特許との相違点を記載してください。
	類似特許番号
	

	類似特許との
相違点
	


※特許情報は、特許情報プラットフォームJ-PlatPat等により調べることができます。
　知的財産権の調査方法など不明な点は、品川区の特許相談事業で相談可能です
（第２・第４金曜日実施、予約制）。　℡：０３－５４９８－６３４０

(5)-2知的財産権の出願予定
	今回の研究開発の成果を
知的財産権として出願予定か
	※例：特許権を出願予定 など


	市場投入時には
取得できている見込みか
	☐はい　☐いいえ



４．開発の経過
　申請の開発事業にかかる最終的な開発完了までの研究開発の経過を時系列でご記入ください。その中で、今年度はどこまで着手予定であるかがわかるようにご記入ください。
	年
	月
	日
	研究開発の内容

	
	
	
	



